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本
年
は
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
上

半
期
）
の
評
価
と
令
和
５
年
度
の
特
性
と

し
て
①
安
保
３
文
書
に
基
づ
き
防
衛
力
の

抜
本
的
な
強
化
に
着
手
す
る
年
度
②
隊
友

会
に
は
「
国
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
と

し
て
わ
が
国
の
平
和
と
安
全
に
寄
与
す
る
」

こ
と
が
益
々
求
め
ら
れ
る
年
度
③
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ

ロ
ナ
時
代
に
適
合
し
た
活
動
を
求
め
ら
れ

る
年
度
、
を
踏
ま
え
て
令
和
５
年
度
の
方

針
と
し
た
。

新
た
に
追
加
し
た
内
容
と
し
て
は
、

「
公
益
目
的
事
業
の
充
実
・
強
化
策
」

と
し
て
、
３
文
書
を
踏
ま
え
た
防
衛
力

の
抜
本
的
強
化
に
資
す
る
活
動
、
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
う
際
の
隊

友
会
ベ
ス
ト
着
用
、
「
隊
友
」
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
化
試
行
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま

た
、
従
来
の
構
成
で
は
、
２
項
「
実
施

要
領
及
び
主
要
着
眼
事
項
」
が
３
項

「
主
要
な
事
業
予
定
」
と
重
複
し
て
い

た
の
で
整
理
記
述
さ
れ
た
。

隊
友
会
は
３
月
23
日
、
２
年
振
り
と
な
る
対
面
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
し
、

「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
」
を
決
議
し
た
。
年
度
事
業
計
画
は
「
国
民
と
自
衛
隊

と
の
か
け
橋
」
と
い
う
隊
友
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、
方
針
、
実
施
要
領

及
び
主
要
着
眼
事
項
並
び
に
主
要
な
事
業
予
定
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
各
県
隊
友
会
に
事
業
計
画
案
を
意
見
照
会
し
、
本
部
と
各
県
隊
友
会

が
一
体
と
な
り
作
成
し
て
い
る
。

隊隊友友会会

理理
事事
会会
をを
開開
催催
２２
年年
振振
りり
対対
面面
でで

海
上
自
衛
隊
で
は
令
和
４

年
度
の
編
成
事
業
に
お
い
て
、

新
た
に
、
も
が
み
型
護
衛
艦

（
Ｆ
Ｆ
Ｍ
）
の
３
番
艦
「
の

し
ろ
」
と
４
番
艦
「
み
く
ま
」

（
令
和
４
年
12
月
、
令
和
５

年
３
月
）
が
就
役
、
共
に
第

13
護
衛
隊
（
護
衛
艦
隊
直

轄

佐
世
保
）
に
配
備
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
た
い
げ
い
型

潜
水
艦
２
番
艦
「
は
く
げ
い
」

が
就
役
（
令
和
５
年
３
月
）
、

第
１
潜
水
群
第
１
潜
水
隊

（
呉
）
に
配
備
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
１
掃
海
隊
（
横

須
賀
）
の
掃
海
艇
「
は
つ
し

ま
」
が
第
44
掃
海
隊
（
舞

鶴
）
に
転
籍
（
令
和
５
年
３

月
）
、
第
１
練
習
潜
水
隊

（
呉
）
の
練
習
潜
水
艦
「
お

や
し
お
」
が
除
籍
（
令
和
５

年
３
月
）
、
第
21
航
空
隊

第
２
１
３
飛
行
隊
（
館
山
）

が
Ｕ
Ｈ
ー
60
Ｊ
救
難
機
減
勢

に
伴
い
、
廃
止
（
令
和
４
年

４
月
）
と
な
っ
た
。

航
空
自
衛
隊
で
は
、
令
和

５
年
３
月
、
宇
宙
作
戦
群

（
府
中
）
に
第
２
宇
宙
作
戦

隊
（
防
府
北
）
と
宇
宙
シ
ス

テ
ム
管
理
隊
（
府
中
）
が
新

編
さ
れ
、
宇
宙
作
戦
隊
は
第

１
宇
宙
作
戦
隊
（
府
中
）
に

改
編
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー

ク
運
用
部
隊
の
偵
察
航
空
隊

を
新
編
（
令
和
４
年
12
月
、

三
沢
（
令
和
３
年
３
月
臨
時

偵
察
航
空
隊
）
）
、
各
航
空

方
面
隊
直
轄
部
隊
と
し
て
、

北
部
高
射
群
（
三
沢
）
、
中

部
高
射
群
（
入
間
）
、
西
部

高
射
群
（
春
日
）
及
び
南
西

高
射
群
が
新
編
（
令
和
５
年

３
月
）
さ
れ
、
北
か
ら
第
３
・

第
６
、
第
１
・
第
４
、
第
２

及
び
第
５
高
射
群

は
そ
れ
ぞ
れ
廃
止

と
な
っ
た
。

ま
た
、
立
川
分

屯
基
地
の
閉
鎖

（
令
和
５
年
３
月
）

に
伴
い
、
航
空
安

全
管
理
隊
は
入
間

基
地
へ
、
航
空
中

央
音
楽
隊
は
府
中

基
地
へ
そ
れ
ぞ
れ

移
転
し
た
。

※
陸
上
自
衛
隊

の
編
成
事
業
は
５

月
号
に
掲
載

令令
和和
４４
年年
度度

編編
成成
事事
業業

（（
前前
編編

海海
自自
・・
空空
自自
））

護衛艦「みくま」（海幕 HP）

昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
、

国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整

備
計
画
の
い
わ
ゆ
る
安
保
３

文
書
に
対
す
る
評
価
は
極
め

て
高
い
。
従
来
、
法
的
に
は

可
能
で
あ
る
も
の
の
政
治
的

に
保
有
し
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
き
た
「
反
撃
能
力
」
の
保

有
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
や
防

衛
費
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
を

目
標
に
増
額
す
る
こ
と
等
、

戦
後
の
防
衛
政
策
を
大
転

換
さ
せ
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
安
保
３

文
書
が
画
期
的
な
の
は
、

戦
後
の
我
が
国
に
お
け
る

空
想
的
な
一
国
平
和
主
義
、

米
国
依
存
、
国
内
政
治
優

先
と
い
っ
た
考
え
方
か
ら

脱
却
し
、
厳
し
い
現
実
を

直
視
し
、
自
ら
が
能
動
的

に
わ
が
国
の
安
全
保
障
を

全
う
す
る
と
い
う
国
家
と

し
て
当
た
り
前
の
姿
勢
を

明
確
に
し
た
点
に
あ
る
。

国
家
安
全
保
障
戦
略
に
お

い
て
は
、
外
交
力
・
防
衛
力
・

経
済
力
・
技
術
力
・
情
報
力

を
含
む
総
合
的
な
国
力
を
最

大
限
に
活
用
し
て
国
益
を
守

る
と
い
う
姿
勢
が
示
さ
れ
て

い
る
。
国
家
防
衛
戦
略
で
は
、

強
力
な
軍
事
能
力
を
持
つ
主

体
が
他
国
に
脅
威
を
直
接
及

ぼ
す
意
思
を
い
つ
持
つ
に
至

る
か
を
正
確
に
予
測
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
平
和
時
に
保
持

す
べ
き
防
衛
力
と
い
う
考
え

方
か
ら
、
相
手
の
能
力
に
着

目
し
た
防
衛
力
の
抜
本
的
な

強
化
に
よ
っ
て
「
抑
止
」
を

重
視
す
る
考
え
が
鮮
明
に
な
っ

て
い
る
。
更
に
、
防
衛
力
そ

の
も
の
と
言
え
る
防
衛
産
業

基
盤
や
防
衛
技
術
基
盤
の
強

化
を
抜
本
的
に
行
う
こ
と
を

明
示
す
る
と
と
も
に
、
長
年

課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き

た
も
の
の
予
算
的
な
制
約
で

放
置
さ
れ
て
き
た
燃
料
・
弾

薬
や
補
給
物
品
な
ど
を
確
保

し
て
「
持
続
性
・
強
靭
性
」

を
強
化
す
る
こ
と
を
打
ち
出

し
た
こ
と
の
意
義
は
極
め
て

大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
画
期
的
な
内

容
を
含
む
安
保
３
文
書
も
、

実
践
、
実
行
し
て
初
め
て
そ

の
価
値
が
発
揮
さ
れ
る
。
平

和
憲
法
を
掲
げ
、
平
和
を
唱

え
る
だ
け
で
平
和
を
維
持
で

き
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

「
絵
に
描
い
た
餅
」
と
い
う

言
葉
は
、
ど
ん
な
に
巧
み
に

描
い
て
あ
っ
て
も
食
べ
ら
れ

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
何
の
役

に
も
立
た
な
い
も
の
を
意
味

す
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
転

じ
て
計
画
な
ど
が
実
現
で
き

な
く
て
無
駄
に
終
わ
る
こ
と

を
「
画
餅
に
帰
す
」
と
も
言

う
。
安
保
３
文
書
に
盛
り
込

ま
れ
た
内
容
は
、
決
し
て
役

に
立
た
な
い
も
の
で
も
、
実

現
不
可
能
な
理
想
で
も
な

い
。
む
し
ろ
、
わ
が
国
の

安
全
保
障
上
の
長
年
に
わ

た
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
具
体
的
か
つ
重
要
な

取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

世
界
で
最
も
複
雑
で
厳

し
い
安
全
保
障
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
わ
が
国
に
お

い
て
、
安
保
３
文
書
を

「
画
餅
」
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
を
何
が
何
で

も
実
行
す
る
と
い
う
国
家

と
し
て
の
覚
悟
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

国
の
覚
悟
を
後
押
し
で
き
る

の
は
、
安
保
３
文
書
に
対
す

る
国
民
一
人
一
人
の
関
心
で

あ
り
、
厳
し
い
眼
差
し
で
あ

る
。
安
保
３
文
書
が
ど
の
よ

う
に
実
践
さ
れ
、
成
果
を
あ

げ
て
い
る
の
か
、
常
に
見
守

り
続
け
る
こ
と
が
国
民
の
責

務
で
も
あ
る
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役

木木
淳淳
一一
））

あ
ら
き
じ
ゅ
ん
い
ち

偵察航空隊に配備された無人偵察機 RQ4B
グローバルホーク（防衛省 SNS）

防
衛
大
学
校
（
久
保
文

明
学
校
長
）
の
卒
業
式
が

３
月
26
日
、
岸
田
首
相
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
。
今
年

は
４
年
ぶ
り
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限

を
大
き
く
緩
和
し
、
卒
業

生
の
家
族
な
ど
も
招
待
。

さ
ら
に
任
官
辞
退
者
も
10

年
ぶ
り
に
参
加
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
こ
の
日
、

本
科
67
期
４
４
６
名
（
う

ち
女
子
41
名
、
女
子
を
含

む
留
学
生
21
名
、
任
官
辞

退
者
46
名
）
が
、
ほ
か
に

は
、
理
工
学
研
究
科
前
期

課
程
60
期
、
同
後
期
課
程

20
期
、
総
合
安
全
保
障
研

究
科
前
期
課
程
25
期
・
26

期
、
同
後
期
課
程
12
期
の

73
名
、
計
５
１
９
名
が
卒

業
し
た
。

岸
田
首
相
は
、
昨
年
末

に
改
定
さ
れ
た
安
全
保
障

関
連
３
文
書
に
触
れ
、

「
３
文
書
は
、
そ
の
内
容

が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
、

初
め
て
完
成
す
る
。
こ
れ

ら
の
政
策
を
戦
略
的
か
つ

持
続
的
な
形
で
、
着
実
に

実
行
し
て
い
く
。
本
日
卒

業
し
、
自
衛
官
と
な
る
皆

さ
ん
が
早
速
取
り
掛
か
る

大
仕
事
だ
」
と
訓
示
し
た
。

ま
た
、
同
盟
関
係
の
重

要
性
に
つ
い
て
「
我
が
国

は
、
我
が
国
だ
け
で
守
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
米
国

で
さ
え
、
一
国
で
自
国
を

守
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

に
あ
る
」
と
述
べ
、
米
国
、

豪
州
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
、

韓
国
及
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

の
関
係
に
触
れ
、
「
こ
の

よ
う
に
、
同
盟
国
・
同
志

国
と
の
関
係
は
一
層
強
固

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
そ
の
関
係
に

魂
を
込
め
る
の
は
皆
さ
ん

を
始
め
と
す
る
自
衛
官
だ
」

と
激
励
し
た
。

滋
賀
県
特
別
会
員

奥
村
直
広

様

５
千
円

統
合
幕
僚
監
部

山
崎
幸
二

様

５
万
円

陸
上
自
衛
隊

蛭
川
利
幸

様

２
万
円

航
空
自
衛
隊

井
筒
俊
司

様

５
万
円

川
波
清
明

様

１
万
円

（
三
月
三
十
一
日
現
在
）

海海
自自

ＦＦ
ＦＦ
ＭＭ
２２
艦艦

とと
潜潜
水水
艦艦
１１
艦艦
がが
就就
役役

空空
自自

宇宇
宙宙
作作
戦戦
群群

がが
増増
強強
、、
偵偵
察察
航航
空空
隊隊

がが
新新
編編
、、
高高
射射
群群
はは
４４

個個
にに

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地

震
の
被
災
地
を
支
援
す
る

た
め
、
ト
ル
コ
政
府
及
び

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
の
要
請
を

売
け
、
国
際
緊
急
援
助
活

動
と
し
て
Ｋ
Ｃ
ー
７
６
７

空
中
給
油
・
輸
送
機
が
３

月
14
日
小
牧
基
地
を
出
発

し
た
。
輸
送
は
、
３
月
24

日
ま
で
の
間
に
、
パ
キ
ス

タ
ン
に
集
積
し
て
い
る
テ

ン
ト
及
び
テ
ン
ト
用
断
熱

用
具
約
22
ト
ン
を
届
け
、

３
月
26
日
に
帰
隊
し
た
。

小牧基地に帰隊したＫＣ－７６７（小牧基地 SNS）

国国
際際
緊緊
急急
援援
助助
活活
動動

KKCC--776677ででテテンントトななどど空空輸輸
ーー パパキキススタタンン－－トトルルココ間間 ーー

防防
大大
卒卒
業業
式式

岸岸
田田
首首
相相
がが
訓訓
示示

「「
安安
保保
３３
文文
書書
のの
内内
容容
実実
現現
はは

皆皆
ささ
んん
がが
早早
速速
取取
りり
掛掛
かか
るる
大大
仕仕
事事
」」

「「
同同
盟盟
国国
やや
同同
志志
国国
とと
のの
連連
携携
はは
不不
可可
欠欠
」」

恒例の帽子投げ（防大 SNS）
安安保保３３文文書書をを「「画画餅餅」」にに

ししててははななららなないい

令和５年４月15日
第828号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/

トンガ王国国際緊急援助活動で派遣され た隊員の皆様
新型コロナワクチン大規模接種会場で活動されている隊員の皆様

本当にお疲れ様です

新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様及び
ウクライナ支援（人道支援物資空輸）で活動した隊員の皆様

本当にお疲れ様です

来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

各種災害派遣で活動し、または活動中の隊員の皆様、新型コロ
ナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

トルコ・シリア大地震での国際空輸に携わった隊員の皆様、鳥インフル
エンザ災害派遣で活動した隊員の皆様、新型コロナワクチン大規模接種
会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

東京・大阪の「大規模接種会場」終了
昨年１月から東京と大阪で開設していました「自衛隊大規模接
種会場」は３月 25 日に運営を終了しました。

本当にお疲れ様でした。

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。


